
＜共同記者会見＞
「まん延防止等重点措置」

解除に伴う県の対策等について



リバウンド防止に向けた対策パッケージ

○ 現在の新規感染者・病床のひっ迫状況等は「重点措置」適用前に比べ一定の落ち着き
→ 他方、「重点措置」の解除が感染再拡大（リバウンド）の引き金とならないよう新たな対策を講じる必要あり
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○ 3/18発令の県・仙台市独自の「緊急事態宣言」は継続しつつ、リバウンド対策の強化に取り組む
→ 特に5月31日までを「リバウンド防止徹底期間」に設定し、以下の「対策パッケージ」を順次展開していく

【リバウンドのトリガーとなり得る要素】

5/12以降の取組

リバウンド防止対策パッケージ（4本柱）
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